
自然科学基礎（わたしたちと物理学） ０２ 

1. 永久機関（第一種・第二種）はできません  期待を持たせるようなことを
言ってしまっていたとしたら申し
訳ないです。永久機関は決し
て実現しないでしょう。もしも実
現するとしたら物理学が根底
からひっくり返ってしまいます。も
しも実現するとしたら、宇宙のど
こかでエネルギーが湧き出して
いる現象を観察できるに違い
ありません。 
 もっとも、宇宙は「ダークエネ
ルギー」に満ちているそうなので、
可能性はゼロではない…? 

 その通りですね。その中で、どれだけ頑張れるか、人類
は神様から挑戦を受けているのではないかと思います。 

2. エネルギーについて・エネルギー問題 
 実際、エネルギーの考え方
は難しいです。私たちが「エネ
ルギーを使う」と言っているの
は、品質の高いエネルギー
（電磁エネルギーなど）を品
質の低いエネルギー（熱）に
変えることです。エネルギーの
量自身は変化していません。 

 その通りだと思います。しかし、
同時に、これは非常に深い問
題です。現状では、多くの人の
幸せのためには、エネルギーを 
どんどん使おう、ということだと思います。そして、そうでなければ、沢山の人が失業したり、死に至ったりする可能性が割
る訳です。物理学と相談しながら、社会自身が変化していかなければなりません。それは、若い世代の皆さんの手に
ゆだねられています。 

3. 斜面を使った永久機関  非常にいい質問ですね。このま
ま学生の皆さんへの課題となりそう
です。ヒントは、Aの端の方がBの端
よりも下がっている事にあります。
チェーンでつながれたボールを、三
角形の下で持ち上げる必要がある
ので斜面でかせいだ回転の効果
が打ち消されてしまうのです。 4. 浮力を使った永久機関 

 納得できて良かったです。 
 本学の場合、浮力をきちん
と扱う講義がありません。浮
力は実は、圧力の差によって
できるものなので、下のコメント
の指摘のように、どちらかが
微妙に大きくなることはなく、
ピッタリ釣り合います。 



5. その他、永久機関やエネルギーについて  かき混ぜることで暖まります。で
も、ホンのちょっとです。空気に触
れる熱い水を、かき混ぜて入れ
替えることで、冷える効果の方が
大きいのです。 

 その通りですね。水車やシシオド
シは、高い所に水があることがポイ
ントで、雨が降ることが必要です。
そのためには太陽からのエネル
ギーが必要です。 

 水のみ鳥は、日本人が開発した
ものです。アインシュタインも感心し
たという逸話が残っています。 

 力とエネルギーは間違いや
すいところです。太陽からの引
力を受けながら太陽の周りを
回っています。 

 これはインテリアで時々見ますね。で
も、やがて止まってしまいます。残念な
がら、永久機関ではありません。 

 そうですね。地熱発電をもっと活用して
いくことは大切なことだと思います。今後、
もっと研究する必要があると思います。 

6. 感想など 

 ぜひ言ってください！ 

 興味を持ってもらえたり、今までの自分
の体験と結びつけてもらえたりして良かっ
たと思います。 
 他にも、理系の友人に話してみる、と
か、「鋼の錬金術師」を思い出した、と
か、コメントをもらいました。連想したり、人
と話したりすると、理解が深まりますし、自
分の中で世界が広がっていきます。 

良かったです！今後も工夫してノートを作ってください！ 

 たった一コマの講義で話
した内容には、数百年の
歴史が詰まっています。そ
して、ようやく、エネルギー
が保存するのだ、という宝
物（認識）を得ました。逆に、
人間の頭は、なかなか柔
軟にはなれない、ということ
の現れだと思います。 

 そういうことですね。これから、だん
だん、1日の長さは長くなりますし、
昔は1日の長さはもっと短かったで
す。 

 感情や意志が脳内の作
用であるとすると、やはり、物
理法則に従っています。そこ
から得られるエネルギーはわ
ずかです。 


